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(54)【発明の名称】 内視鏡用ワイヤループ型処置具

(57)【要約】
【課題】使用を繰り返した後でも、弾性ワイヤがへたり
難くて所定の大きさのループに広がる状態を維持するこ
とができる内視鏡用ワイヤループ型処置具を提供するこ
と。
【解決手段】自然状態において所定の大きさのループＡ
を形成する弾性ワイヤ３を、そのループＡの後端位置に
おいて結束することなく交差させてさらに後方に延出さ
せ、その延出端を操作ワイヤ２と連結した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】筒状孔内に軸線方向に進退自在に挿通配置
された操作ワイヤの先端に、自然状態において所定の大
きさのループを形成する弾性ワイヤが連結され、上記操
作ワイヤを後方から進退操作することにより、上記弾性
ワイヤが上記筒状孔の先端内に出入りして、上記筒状孔
の先端から押し出された状態では上記所定の大きさのル
ープ状に膨らみ、上記筒状孔内に引き込まれることによ
り弾性変形して窄まるようにした内視鏡用ワイヤループ
型処置具において、
上記弾性ワイヤを、上記所定の大きさのループの後端位
置において結束することなく交差させてさらに後方に延
出させ、その延出端を上記操作ワイヤと連結したことを
特徴とする内視鏡用ワイヤループ型処置具。
【請求項２】上記弾性ワイヤが、上記所定の大きさのル
ープの後端位置より後方の延出部分において第２のルー
プを形成する請求項１記載の内視鏡用ワイヤループ型処
置具。
【請求項３】上記筒状孔が、内視鏡の処置具挿通路に挿
脱される可撓性シースの内側の空間である請求項１又は
２記載の内視鏡用ワイヤループ型処置具。
【請求項４】上記筒状孔が内視鏡の処置具挿通路の内部
空間である請求項１又は２記載の内視鏡用ワイヤループ
型処置具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、内視鏡に対して
挿脱使用される内視鏡用ワイヤループ型処置具に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】図８は、代表的な内視鏡用ワイヤループ
型処置具である内視鏡用スネアの先端部分を示してお
り、内視鏡の処置具挿通路に挿脱される可撓性シース１
内に軸線方向に進退自在に操作ワイヤ２が挿通配置され
ている。
【０００３】そして、操作ワイヤ２の先端には、自然状
態において所定の大きさのループＡを形成する弾性ワイ
ヤ３が連結され、操作ワイヤ２を後方から進退操作する
ことにより弾性ワイヤ３が可撓性シース１の先端内に出
入りして、可撓性シース１の先端から押し出された状態
では所定の大きさのループＡ状に膨らみ、可撓性シース
１内に引き込まれることにより弾性変形して窄まるよう
になっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、上述のような
構造の内視鏡用スネアは、可撓性シース１内への弾性ワ
イヤ３の出し入れを繰り返すうちに、弾性ワイヤ３の弾
力が低下していわゆる「へたり」が発生し、二点鎖線で
示されるように、弾性ワイヤ３を可撓性シース１から押
し出してもループが所定の大きさまで広がらなくなって

2
しまう場合が少なくない。
【０００５】そこで本発明は、使用を繰り返した後で
も、弾性ワイヤがへたり難くて所定の大きさのループに
広がる状態を維持することができる内視鏡用ワイヤルー
プ型処置具を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡用ワイヤループ型処置具は、筒状孔
内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤの
先端に、自然状態において所定の大きさのループを形成
する弾性ワイヤが連結され、操作ワイヤを後方から進退
操作することにより、弾性ワイヤが筒状孔の先端内に出
入りして、筒状孔の先端から押し出された状態では所定
の大きさのループ状に膨らみ、筒状孔内に引き込まれる
ことにより弾性変形して窄まるようにした内視鏡用ワイ
ヤループ型処置具において、弾性ワイヤを、所定の大き
さのループの後端位置において結束することなく交差さ
せてさらに後方に延出させ、その延出端を操作ワイヤと
連結したものである。
【０００７】なお、弾性ワイヤが、所定の大きさのルー
プの後端位置より後方の延出部分において第２のループ
を形成していてもよい。そして、筒状孔が、内視鏡の処
置具挿通路に挿脱される可撓性シースの内側の空間であ
ってもよく、或いは、内視鏡の処置具挿通路の内部空間
であってもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１と図２は、経内視鏡的にポリープ切除等
を行うための内視鏡用スネアに本発明を適用した第１の
実施例の先端部分を示しており、図１は平面断面図、図
２は側面図である。
【０００９】１は、例えば直径が２ｍｍ程度で長さが１
～２ｍ程度の四フッ化エチレン樹脂チューブからなる可
撓性シースであり、図示されていない内視鏡の処置具挿
通路に挿脱される。
【００１０】可撓性シース１内には、例えばステンレス
鋼線の撚り線からなる操作ワイヤ２が、軸線方向に進退
自在に挿通配置されており、可撓性シース１の後端部に
連結された操作部（図示せず）において進退操作され
る。
【００１１】操作ワイヤ２の先端には、例えばステンレ
ス鋼線の撚り線又は単線からなる弾性ワイヤ３が連結管
４を介して連結されている。ただし、弾性ワイヤ３が操
作ワイヤ２の延長部分であってもよい。
【００１２】弾性ワイヤ３は、先端部分３ａで小さなＵ
字状に曲げ戻されて、先寄りの部分には、自然状態で所
定の大きさの広がりになる第１のループＡが弾性ワイヤ
３によって形成されている。
【００１３】そして弾性ワイヤ３は、第１のループＡの
後端位置において結束されずに交差して、交差部３ｂか



(3) 特開２００２－２５３５５９

10

20

30

40

50

3
ら後方にそのまま滑らかなカーブを描いて延出し、連結
管４による結束部との間において第２のループＢを形成
している。
【００１４】このように構成された実施例の内視鏡用ス
ネアは、操作ワイヤ２を後方から進退操作することによ
り、弾性ワイヤ３が可撓性シース１の先端部分の内部空
間（筒状孔）内に出入りして弾性変形する。
【００１５】そして、図１に示されるように弾性ワイヤ
３が可撓性シース１内から押し出された状態では、第１
のループＡと第２のループＢが弾性ワイヤ３自体の弾性
によって各々所定の自然状態の大きさに膨らみ、ポリー
プ等を第１のループＡで囲んだ状態にすることができ
る。
【００１６】操作ワイヤ２が後方に牽引されると、図３
に示されるように弾性ワイヤ３が可撓性シース１の先端
内に引き込まれて弾性変形し、第１のループＡと第２の
ループＢが共に窄まった状態になる。したがって、内視
鏡の処置具挿通路に挿脱する際にはこの状態にしてお
く。
【００１７】そして、図１に示される状態で第１のルー
プＡ内にポリープを位置させてから操作ワイヤ２を後方
に牽引し、第１のループＡが途中まで可撓性シース１内
に引き込まれた状態にすることにより、ポリープを第１
のループＡで緊縛して切断することができる。
【００１８】その際に、操作ワイヤ２を介して弾性ワイ
ヤ３に高周波電流を通電できるようにしておけば、粘膜
の弾性ワイヤ３と接触する部分が焼灼凝固されて、出血
を防止することができる。
【００１９】このような第１の実施例の内視鏡用スネア
は、図１に示されるように、弾性ワイヤ３が第１のルー
プＡだけを形成する長さのものであればＳで示される範
囲の長さであるのに対して、弾性ワイヤ３が、交差部３
ｂで結束されることなく第１のループＡと第２のループ
Ｂを形成していて、Ｌで示される範囲の長さを有してい
る。
【００２０】その結果、弾性ワイヤ３は、可撓性シース
１内への出し入れによる膨出と窄まりが繰り返されても
「へたり」が発生し難く、第１のループＡが当初の所定
の大きさに広がる状態を維持することができる。
【００２１】また、図４に示されるように、弾性ワイヤ
３の後半部の第２のループＢだけが可撓性シース１内に
引き込まれた状態では、第２のループＢが押し潰される
ことにより、第１のループＡが当初の所定の大きさより
大きく広げられるので、より大きなポリープを結紮する
こともできる。
【００２２】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、図５に示される第２の実施例のように、操
作ワイヤ２が進退されて弾性ワイヤ３が出し入れされる
筒状孔として、内視鏡１０の処置具挿通路１１を直接利
用して、可撓性シース１を省いた構造をとることもでき*
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*る。
【００２３】また、第１の実施例では第１のループＡが
多角形状であって、第２のループＢの方が第１のループ
Ａより小さいが、図６に示される第３の実施例のよう
に、第１のループＡを滑らかな曲線状に形成してもよ
く、第２のループＢを第１のループＡと同じ大きさに
（又は第１のループＡより大きく）形成しても差し支え
ない。また、弾性ワイヤ３の先端部分３ａに結束管等を
設けてもよい。
【００２４】また、図７に示される第４の実施例のよう
に、弾性ワイヤ３を中間部分で捩じって第２のループＢ
に対する第１のループＡの向きを変えることにより、ポ
リープに対するアプローチの方向を変えることができ
る。
【００２５】
【発明の効果】本発明によれば、自然状態において所定
の大きさのループを形成する弾性ワイヤをそのループの
後端位置において結束することなく交差させてさらに後
方に延出させ、その延出端を操作ワイヤと連結したこと
により、ループを膨縮させたときの弾性ワイヤの「へた
り」が発生し難くなり、使用を繰り返しても弾性ワイヤ
が所定の大きさのループに広がる状態を長期間にわたっ
て維持することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡用スネアの、弾
性ワイヤが膨出した状態の先端部分の平面断面図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡用スネアの、弾
性ワイヤが膨出した状態の先端部分の側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡用スネアの、弾
性ワイヤが収納された状態の先端部分の平面断面図であ
る。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡用スネアの、弾
性ワイヤが中間まで収納された状態の先端部分の平面断
面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡用スネアの先端
部分の平面断面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の内視鏡用スネアの先端
部分の平面断面図である。
【図７】本発明の第４の実施例の内視鏡用スネアの先端
部分の平面断面図である。
【図８】従来の内視鏡用スネアの先端部分の平面断面図
である。
【符号の説明】
１  可撓性シース
２  操作ワイヤ
３  弾性ワイヤ
３ａ  先端部分
３ｂ  交差部
１０  内視鏡
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１１  処置具挿通路
Ａ  第１のループ *
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*Ｂ  第２のループ
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